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Webページでも
教科書をご紹介

しています。

Webページでも
教科書をご紹介

しています。

この資料は，令和3年度中学校教科書の内容解説資料として，一般社団法人教科書協会「教科書発行者行動規範」に則っております。この資料は，令和3年度中学校教科書の内容解説資料として，一般社団法人教科書協会「教科書発行者行動規範」に則っております。



拝
啓
　
中
学
校
で
「
道
徳
」
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
先
生
が
た
へ

「
特
別
の
教
科　
道
徳
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て

お
よ
そ
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。

毎
週
の
授
業
は
、

そ
し
て
子
供
た
ち
の
様
子
は
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
四
月
が
来
れ
ば

一
年
生
は
二
年
生
に
、

二
年
生
は
三
年
生
に
。

小
学
校
か
ら
新
入
生
が
や
っ
て
き
て
、

三
年
生
は
新
し
い
進
路
へ
向
か
い
ま
す
。

子
供
た
ち
は

ど
ん
ど
ん

育
っ
て
い
き
ま
す
。

『
新
し
い
道
徳
』
は
、

子
供
た
ち
の
今
、
学
校
の
今
に

寄
り
添
い
ま
す
。

昭
和
三
十
三
年
度
に
始
ま
っ
た

「
道
徳
の
時
間
」
以
来
、

長
ら
く
副
読
本
の
編
集
を
続
け
て
き
た

実
績
を
も
と
に

ご
好
評
を
い
た
だ
い
た
特
色
は
そ
の
ま
ま
、

題
材
と
学
び
の
仕
組
み
を

さ
ら
に
練
り
上
げ
て
お
届
け
い
た
し
ま
す
。



3 2

「考えタイガー」は，たくましく粘り強く，考え続ける力の象徴。
あやさんやしょうさんたちの心の成長を，
先生がたと見守り，励ましていきます。

キャラクター
紹介

★
林は

や
し

先
生

★
山や

ま

本も
と

先
生

★
久く

保ぼ

田た

先
生

★
し
ょ
う

★
あ
や

教
科
書
の
全
体
構
成 �

4

教
材
の
構
成 �

6

ポ
イ
ン
ト 

1  

題
材
に
つ
い
て

―
多
様
な
教
材
に
触
れ
、
人
間
と
し
て
の
生
き
方
を
深
く
考
え
る
。

い
の
ち
を
尊
ぶ
心
、
い
じ
め
を
許
さ
な
い
心
を
育
む
。 �

10

人
と
文
化
を
育
て
る
。 �

12

持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
す
。（
S
D
G
ｓ
） �

14

多
様
性
を
尊
重
す
る
。 �

16
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2  

学
び
の
仕
組
み
に
つ
い
て

―
「
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
」
を
実
現
す
る
た
め
に
。

み
ん
な
で
考
え
る
。 �

18

多
面
的
・
多
角
的
に
考
え
る
。 �

20

体
系
的
・
系
統
的
に
学
ぶ
。 �

21

考
え
、
議
論
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
手
法
。 �

22

デ
ジ
タ
ル
で
学
び
が
変
わ
る
。 �

24

編
集
上
の
工
夫 �

26

教
師
用
指
導
書
・
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書 �

27

　
中
学
校
道
徳
が
教
科
化
さ
れ
て

一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
生
徒
た

ち
も
道
徳
の
授
業
に
だ
い
ぶ
慣
れ

て
き
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、『
新

訂
　
新
し
い
道
徳
』
は
、
現
行
の

教
科
書
を
も
と
に
、
生
徒
た
ち
が

着
実
に
道
徳
性
を
育
め
る
よ
う
改

訂
し
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
が
他
者
と
協
働
し
な

が
ら
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
力

を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ

し
て
、
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く

力
が
、
よ
り
よ
い
自
己
形
成
や
よ

り
よ
い
社
会
づ
く
り
に
向
か
う
た

め
に
、
教
材
を
選
定
し
た
り
、
学

び
を
仕
組
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

　
も
っ
と
新
し
く
な
っ
た
『
新
し

い
道
徳
』
を
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。 編

集
に
当
た
っ
て

目 

次

★
考
え
タ
イ
ガ
ー

表紙イラスト：uki　　キャラクターイラスト：伊藤ハムスター
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情報モラル教材
各学年１つずつ，「情報モラルと友情」というテーマの教材を用
意しています。子供たちにとって身近な現代的課題である情報モ
ラルを題材に，道徳的価値について考えます。� （本資料 p.13）

ACTION！（体験的な学習）
各学年２つずつ，体験的な学習の教材を用意しています。
� （本資料 p.18 ～ 19）

オリエンテーション
道徳の授業のオリエンテーション教
材を用意しています。授業の流れを
体験し，学びの意欲を高めます。

内容項目一覧
内容項目ごとに教材を分類したペー
ジを用意しています。１年間の見通
しを立てる際に活用できます。

巻頭詩
各学年，巻頭折り込みページに，学
習への期待感を高める詩を掲載して
います。

問題解決的な学習
各学年１テーマずつ，問題解決的な
学習の教材を用意しています。
� （本資料 p.18 ～ 19）

巻末付録
切り取って使える巻末付録です。

郷土資料
郷土の学習に役立つ付録です。47
都道府県を３学年に分けて紹介して
います。

付録教材
付録教材を用意しています。主に活
動を中心とした教材の内容項目と対
応しており，実態に合わせて差し替
えることで，柔軟なカリキュラム作
成が可能となります。

教材の構成
教材の構成やマークの意味を
紹介しています。

PLUS（コラム）
各学年５つずつ，直前の教材に関連したコラムページを
設けています。「人物」「詩・歌」「名言・格言」「資料」「活
動」の５つの種類があります。� （本資料 p.12 など）

いじめ問題対応ユニット
全ての学年で，４月〜５月にいじめ問題対応ユニットを配置
しています。「いじめのない世界へ」というテーマのもと，
いじめ問題について多面的・多角的に考えていきます。
� （本資料 p.10 ～ 11）

生命尊重ユニット
全ての学年で，９月に生命尊重ユニットを配
置しています。夏休み明けの時期に，３時間
の授業を通して，生命の尊さについてじっく
りと考えます。� （本資料 p.10 ～ 11）

第 1 教材
第１教材は，各学年 B（7）「礼儀」の教
材を配置しています。「礼儀」の教材は，
内容が分かりやすく，教材文も短いこと
から，学年冒頭の授業に最適です。

右の太字は「テーマ」を，
左の「▪️」以下は「教材」
を表しています。教材は
全て１時間配当で，３５本
用意しています。

教科書の全体構成

28テーマ35時間で構成！
２８個のテーマの中に，３５本の教材が効果的に配置されています。

●
1
年　

目
次
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教材の構成

授業の流れがひと目で分かる！
1 時間の授業は，教材冒頭にテーマを示し，そのテーマを深めるための材料として
教材文や漫画を読み，教材末の設問に示された問いを通して考えるという構成にしています。

テーマ
教材冒頭には，ねらいとなる内容項
目に関連したテーマを示していま
す。ねらいからそれずに授業を展開
することができます。

つぶやき
教材や漫画を読みながら，考えた
り，思ったりしたことを書き込みま
す。書き込んだ内容は話し合いの材
料として活用したり，振り返りの際
に自己評価の参考にしたりと，さま
ざまな使い方ができます。

漫画と投げかけ
各学年５教材，テーマを考える際の
材料として，漫画の 1 〜 2 コマを
掲載しています。導入の際に，テー
マ横の投げかけの言葉とともに使用
することで，教材への興味・関心を
高め，学習にスムーズに入ることが
できます。

導入部
授業の導入で活用できる内容を，色
のついた帯の部分に示しています。

前文
教材によっては，教材理解を助けるために，
あらすじや登場人物の紹介を載せています。

　

視点マーク

この教材が，内容項目の４つの視点
のうち，どの視点に当てはまるのか
を示しています。

動画や Web ページ，他教科の紙面など，
教材に関連したデジタルコンテンツを用意
しています。� （本資料 p.24 ～ 25）

関連する教科を
示しています。

巻末付録の心情円が
効果的に活用できます。

マーク
（3種類）

主として生命や自然，崇
高なものとの関わりに関
すること

主として集団や社会との
関わりに関すること

主として人との関わりに
関すること

主として自分自身に関す
ること

自分を見つめよう
自己を振り返る一般化の設問です。

考えよう
中心発問に当たる設問です。

十分な話し合いの時
間を確保するために，
設問の数を各教材２
問に精選しています。
また，教材の文章は
短時間で読めるもの
を中心に用意してい
ます。

● 1 年 p.116 ～119

「『どうせ無理』という言葉に負けない」― A（5）真理の探究，創造

A

B

C

D



…
…
そ
れ
で
。

結
局
の
と
こ
ろ

道
徳
っ
て
、

何
を
す
る
時
間
？

ク
ラ
ス
や
部
活
で
の
、
人
間
関
係
。

さ
ま
ざ
ま
な
人
の
行
動
や
、
心
に
あ
る
思
い
。

今
、
世
の
中
で
起
き
て
い
る
こ
と
。

そ
れ
ら
を
題
材
に

ま
ず
は
考
え
、
言
葉
に
す
る
。

ほ
か
の
誰
か
の
意
見
を
聞
く
。

議
論
し
て
、
さ
ら
に
自
分
を
掘
り
下
げ
る
。

そ
ん
な
学
び
の
時
間
を
、

毎
週
、
一
時
間
ず
つ
、
こ
つ
こ
つ
と
。

―多様な教材に触れ，人間としての生き方を深く 考える。ポイント 1 題材について

―「考え，議論する道徳」を実現 するために。ポイント 2 学びの仕組みについて

9 8



生命尊重ユニット
「いのちを考える」

いじめ問題対応ユニット
「いじめのない世界へ」

生命の尊さ

いじめ問題

生命について，「有限性」「連続性」
「偶然性」などのさまざまな側面か
ら，多面的・多角的に考えを深め
ることができます。

いじめを未然に防ぎ，いじめをしな
い，させない心を育むユニットです。
3 つの教材を通して 1 つのテーマにつ
いて考えることで，いじめの問題を多
面的・多角的に捉えられるよう工夫し
ました。

いのちを尊ぶ心，いじめを許さない心を育む。
だいじなテーマである「生命尊重」と「いじめ問題」をユニット化しました。

ユニットは3つの教材を通して1つのテーマを学習するように構成されています。
多面的・多角的に考えるための工夫を盛り込んでいます。

題
材
に
つ
い
て

―
多
様
な
教
材
に
触
れ
、
人
間
と
し
て
の
生
き
方
を
深
く
考
え
る
。

ポ
イ
ン
ト
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●２年 p.62 ～ 67

「奇跡の一週間」― D（19）生命の尊さ

●１年 p.22 ～ 24

「いじめに当たるのはどれだろう」―B（9）相互理解，寛容

●２年 p.68 ～71

「妹に」― D（19）生命の尊さ

●１年 p.25 ～ 27

「傍観者でいいのか」―A（1）自主，自律，自由と責任

●２年 p.72 ～75

「三つのいのちについて考える」― D（19）生命の尊さ

●１年 p.28 ～ 32

「ふたつの心」―＊複数内容項目

末期癌患者である北村さんの生き方を通して，「生」と「死」
の両面から，命の尊厳について考えます。

イラストを見て，いじめに当たる行為について考え，共通認
識をもちます。小学校の教室の場面を示すことで，より客観
的にいじめに当たる行為について考えることができます。

ワークシート形式で示した流れに従って，生命の「有限
性」「連続性」「偶然性」の３つの側面から話し合いを行い，
３時間の学習のまとめをします。

これまでの２つの教材を通して考えたことを踏まえ，自分はどのよ
うにいじめと向き合っていくのかということについて，さらに考え
を深めます。登場人物のそれぞれの立場や状況に立って考えら
れるように，実際の事例を漫画で表した教材を取り上げました。

1時間目

1時間目

3時間目

3時間目

妹の誕生の喜びを綴った作文を読み，自分のことと
重ね合わせながら，生命誕生の神秘や今生きている
ことのありがたさについて考えます。

2時間目

「傍観者」や「観衆」に焦点を当て，構造的な
視点から，いじめについて考えます。

2時間目

ユニットには，テーマ
や登場人物などが示
された扉ページが付
いています。教材の
つながりを意識して
学ぶことができます。

いじめ問題対応ユニットの３時間
目は，特定の内容項目を設定し
ないことで，生徒の自由な考えを
引き出せるようにしています。



人と文化を育てる。中学生が人間としての生き方についての考えを深められるように，
伝統・文化やキャリア教育などに関する教材を多く用意しています。

伝統・文化

オリンピック・
パラリンピック教育

情報モラル

キャリア教育

生まれた島が好きだから，この島
の心を伝えたいから，「私」は島
唄を歌い続ける。

勝負の世界では，ほんの
少しの心の乱れが命取り。
悩みや不安との闘いの中
で，萩野公介選手が目指
したのは，なんと「白ご飯」
だった！リオ五輪金メダリ
スト，萩野公介選手の心
の成長物語。教材文の執
筆者は松岡修造さん。

北中学校バスケット部の美希たち
は，新人戦に向けて日々練習に励
んでいた。しかし，些細なすれ違
いや，メッセージアプリでのやりと
りから，チームの仲がだんだんと
悪くなっていき……。

与えられた清掃時間はわずか７分。新
幹線清掃員のパートタイム勤務を始めた

「私」が，仕事の中で得たものとは？

郷土の伝統に触れる。
ふるさとの良さに気づく。

あの日の涙が，
きっと未来の栄光へと

つながっている。

インターネットって
便利だけどちょっとこわい。

情報を正しく使える
自分になりたい。

仕事をするうえで
大切なことって何だろう。

● 2 年 p.86 ～ 89  
「ゴール」―B（8）友情，信頼

● 1 年 p.44 ～ 47

「新しいプライド」―C（13）勤労

● 2 年 p.80 ～ 83　

「白ご飯を目指して――萩野公介」―A（2）節度，節制

●3年p.132　「PLUS　栄光の架橋」

● 3 年 p.94

「PLUS　働くことってどんなこと」

題
材
に
つ
い
て

―
多
様
な
教
材
に
触
れ
、
人
間
と
し
て
の
生
き
方
を
深
く
考
え
る
。
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● 3 年 p.54 ～ 57

「島唄の心を伝えたい」
―C（16）郷土の伝統と文化の尊重，

郷土を愛する態度

３年 p.189「将来の姿をイメージ
しよう」も，キャリア教育と関連
させて扱うことができます。

萩野公介選手をはじ
め，瀬戸大也選手や
村上清加選手，東京
オリンピック・パラリ
ンピック開会式・閉会
式の総合統括を担当
する野村萬斎さんなど
を掲載しています。



持続可能な社会を目指す。（SDGｓ）SDGｓは，国連加盟国が2016年から2030年までの15年間で達成すると決めた，
世界の「持続可能な開発」のための17の目標です。

環境・資源

防災・安全

人権・平和

毎年多くの渡り鳥がやってくる地域
で育った「ぼく」は，授業で行った
マガン調査を通して，自然環境を保
全する活動の大切さに気づいていく。

2011 年 3 月 11 日，東日本 大 震災
で発生した津波が三陸沿岸の町，田
老を襲った。田老第一中学校の校庭
に避難していた人々は，この緊急事
態の中，全員が無事に津波から逃げ
ることに成功する。その陰には，日
頃から避難訓練を重ね，非常事態に
備えてきた生徒たちの，たくましい
行動力と優しさがあった。

難 民 問 題や児 童 労 働 問 題な
ど，実際に起きているさまざま
な出来事を，大きな写真で紹
介。世界の子供たちの現実を
知り，国際社会の平和と発展
に寄与する態度を養う。

現在の自然環境を守り，
遠い未来につなげていく。

草をつかみ，木をつかみ，
精いっぱいの力で
避難したあの日。

世界には，生きるために
武器を手にする子供たちがいる。

● 3 年 p.144 ～147　「その子の世界，私の世界」
―C（18）国際理解，国際貢献

● 3 年 p.151

「参考　『子ども（児童）の権利条約』：抜粋」

題
材
に
つ
い
て

―
多
様
な
教
材
に
触
れ
、
人
間
と
し
て
の
生
き
方
を
深
く
考
え
る
。
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● 2 年 p.170 ～173　「付録２　田老の生徒が伝えたもの」―A（2）節度，節制

● 2 年 p.108 ～112　「冬の使者『マガン』」―D（20）自然愛護

SDGs についての詳しい情報は，
Webサイト「EduTown SDGs」
をご覧ください。

https://sdgs.edutown.jp/



多様性を尊重する。身近な人 か々ら世界中の人 ま々で，さまざまな人物を取り上げた教材を通して，
ダイバーシティ（diversity：多様性）を尊重する態度を養います。

「注文をまちがえる料理店」は，小国士朗さ
んの企画から始まった，期間限定でオープ
ンする不思議な料理店。このお店の特徴は，
ホールで働く店員さんがみんな認知症という
こと。注文を間違えられてしまうかもしれな
い，頼んだ料理が届かないかもしれない，
そんな「注文をまちがえる料理店」の試みを
通して，小国さんが社会に伝えたい思いとは
……。

2 年生の教材の脚注では，リオデジャネイロ
オリンピック・パラリンピックにおいて，差
別や偏見のない社会を実現するために行っ
た，選手たちの活動を紹介しています。

● 2 年 p.94 ～ 98  「『注文をまちがえる料理店』」―B（9）相互理解，寛容

● 1 年 p.124 ～127 

 「山岳民族の文化を守る」
―C（18）国際理解，国際貢

献

● 2 年 p.114 〜117  「今度は私の番だ」―C（12）社会参画，公共の精神

他者理解

おおらかな気持ちのあふれる，
寛容な社会を目指して。

フィリピンの山奥，山岳少数民族のカリンガ族が暮らす村に，村人
たちの様子を撮影する一人の日本人がいた。彼女は山下彩香さん。

「無形文化を守りたい。」という気持ちから，カリンガ族の民族文化
をモチーフにしたアクセサリーをインターネットで販売し，少数民族
の文化を世界に発信する活動を行っているのであった。

国際理解

世界に目を向けると，
新しい生き方が見えてくる。

オリンピックと多様性
●
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

　

多
様
性

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
、
差
別
や
偏へ

ん

見け
ん

の
な
い
社
会
を
実
現
す

る
た
め
、
L
G
B
T
（
多

様
な
性
的
指
向
を
も
つ
人

や
、
心
の
性
と
体
の
性
に

不ふ

一い
っ

致ち

を
感
じ
る
人
な
ど

の
総そ

う

称し
ょ
う

）
を
表
明
し
た
選

手
が
大
勢
い
た
。
二
〇
二

〇
年
東
京
大
会
で
も
、
基

本
コ
ン
セ
プ
ト
の
一
つ
と

し
て
、「
世
界
中
の
人
々

が
多
様
性
と
調
和
の
重
要

性
を
改
め
て
認に

ん

識し
き

し
、
共

生
社
会
を
は
ぐ
く
む
契け

い

機き

と
な
る
よ
う
な
大
会
と
す

る
。」
と
示
さ
れ
た
。

題
材
に
つ
い
て

―
多
様
な
教
材
に
触
れ
、
人
間
と
し
て
の
生
き
方
を
深
く
考
え
る
。

ポ
イ
ン
ト

1
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「間違いを受け入れ，いっしょに楽しむ。」をコン
セプトにしたお店の活動を知ることは，認知症の
理解を深めるだけでなく，それぞれの個性や立場
を尊重する寛容の精神を育むきっかけになります。

原作は漫画家ヤマザ
キマリさんのイラスト
エッセイです。教材
には，ヤマザキマリ
さんの漫画を挿絵と
して掲載しています。



学
び
の
仕
組
み
に
つ
い
て

―
「
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
」
を
実
現
す
る
た
め
に
。

ポ
イ
ン
ト
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みんなで考える。「考え，議論する道徳」の授業をより豊かにするため，問題解決的な思考の過程で道徳的価値の理解を深める教材や，
直前の教材文の一場面を演じることで登場人物の心情理解を深め，ねらいに迫っていく教材を用意しています。

問題解決的な学習

体験的な学習

導入で問題を発見し，教材を読んだり
グループで話し合いをしたりする中で，
道徳的価値を深く理解していく教材を
設定しています。

教材文の一場面を役割演技すること
で，学習内容を自分のこととして捉えて
考えを深めることができる「ACTION！」
を設定しています。

● 1 年 p.86 ～ 87「その人が本当に望んでいること」－ B（6）思いやり，感謝

● 3 年 p.100 ～101　「ACTION!　缶コーヒーをめぐるやりとりの
場面をやってみよう」－ C（10）遵法精神，公徳心

● 1 年 p.88 ～ 91「思いやりの日々」－ B（6）思いやり，感謝

イラストを見て，困っている友達にどのようなことができるか
を考えます。その後，グループでイラストの登場人物を演じた
り，ほかのグループが演じているのを見たりして，感じたこと
や気づいたことを書き込み欄に記入し，発表します。

　
私
の
学
校
で
は
、「
缶
コ
ー
ヒ
ー
」

な
ど
の
教
材
で
「
A
C
T
I
O
N
!
」

を
使
い
、
役
割
演
技
の
授
業
を
行
い
ま

し
た
。

　
「
A
C
T
I
O
N
!
」
は
、
先
生
に

も
生
徒
に
も
分
か
り
や
す
い
構
成
の
教

材
だ
と
思
い
ま
す
。
活
動
内
容
が
丁
寧

に
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、
時
間
配
分
が

し
や
す
く
、
役
割
演
技
を
初
め
て
取
り

入
れ
る
先
生
も
安
心
し
て
授
業
が
で
き

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
冒
頭
の
考
え
タ

イ
ガ
ー
の
セ
リ
フ
は
導
入
と
し
て
活
用

で
き
、
挿
絵
は
視
覚
的
に
話
し
合
い
の

雰
囲
気
を
つ
か
む
の
に
有
効
で
す
。

　
役
割
演
技
を
す
る
際
、
恥
ず
か
し

が
っ
て
、
演
技
が
上
手
に
で
き
な
い
生

徒
も
い
ま
す
。
そ
う
い
う
生
徒
に
は
、

ほ
か
の
人
の
演
技
を
見
て
ど
う
思
っ
た

か
を
聞
く
こ
と
で
、「
自
分
だ
っ
た
ら

こ
う
す
る
。」
と
い
う
意
見
を
引
き
出

す
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　
生
徒
た
ち
は
、
具
体
的
な
場
面
で
ど

の
よ
う
な
言
葉
が
け
を
し
た
ら
よ
い
か

が
判
断
で
き
ず
、
伝
え
方
が
原
因
で
ト

ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

役
割
演
技
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
を
体
験
す
る
こ
と
は
、
授
業
を
生
活

に
結
び
付
け
、
自
分
の
こ
と
と
し
て
考

え
る
機
会
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
登

場
人
物
の
心
情
理
解
が
深
ま
る
こ
と

は
、
道
徳
的
価
値
の
理
解
に
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。 

教材文を読み，
ねらいとする道
徳的価値につい
て学習します。

「ACTION!」を 使って
体験的な学習を行い，１
時間目で学んだ道徳的価
値の理解をより深めます。

ホームヘルパーの主人公の行動から，本当の思いやりとは何か
を考えます。１時間目に考えたことと照らし合わせることで，
道徳的価値についての理解をより深めることができます。

問題解決的な学習対応教材一覧

1年
15  その人が本当に望んでいること
▪その人が本当に望んでいること（p.86〜87）
▪思いやりの日 （々p.88〜91）

2年
22  自分を信じて生きるとは……
▪自分を信じて生きるとは……（p.130〜131）
▪本当の私（p.132〜134）

3年
25  その子の世界，私の世界
▪その子の世界，私の世界（p.144〜147）
▪そのこ（p.148〜151）

1時間目

1時間目2時間目

2時間目

先
生
が
た
の
声

11 11

全ての教材が問題解決的に考
えることができる構成になっ
ています。イラストや写真が
中心の導入ページや，問題解
決的な学習の流れを詳しく示
した教材がこちらです。

「缶コーヒー」の役割演技を行う様子



多面的・多角的に考える。体系的・系統的に学ぶ。
新聞を教材化したものや，漫画を使った教材など，さまざまな視点から，

多面的・多角的に考えることのできる教材を用意しました。
小中の関連を図った教材を用意したり，3学年の発達段階を考慮して教材を配置したりするなど，

系統的に学習できるように教材を構成しました。

● 1 年 p.71～73 

「ごみ箱をもっと増やして」
―C（10）遵法精神，公徳心

● 2 年 p.28 ～ 30   「あの子のランドセル」―A（1）自主，自律，自由と責任

● 1 年 p.180 ～181 

 「付録　橋の上のおおかみ」
―B（9）相互理解，寛容

● 1 年 p.116 ～119

「『どうせ無理』という言葉に
負けない」
―A（5）真理の探究，創造

● 2 年 p.154 ～157

「赤土の中の真実」
―A（5）真理の探究，創造

新聞教材小中関連

漫画教材

新聞記事を読んで，道徳的価値について考える教材を掲載して
います。ある人の意見に対して，異なる立場・考えの人たちの
意見が寄せられる投書欄の記事をもとにした教材では，さまざ
まな意見を材料に，多面的・多角的に考える力を育みます。

各学年のいじめ問題対応ユニットの中に，
実際に起こったいじめについて描かれた漫
画を掲載しています。漫画は登場人物の
区別がしやすく，また，表情やセリフを考
える材料として活用することもできます。
いろいろな登場人物の気持ちや行動につ
いて考えることで，多面的・多角的なもの
の見方を養います。

小学校低学年の道徳教科書で取り上げら
れている教材「橋の上のおおかみ」を，１
年生に掲載しています。小学生の頃に感じ
たり考えたりしたことと，現在の自分が感
じたり考えたりしたことを比べると，新し
い発見があるはずです。

同一内容項目の教材は，ねらいを深めていけるよ
う，発達段階を考慮して構成しています。例えば
A（5）真理の探究，創造の教材では，１年生の
ときに「どうせ無理」と諦めず，試行錯誤を続け
ることの大切さに気づきます。２年生では，くじ
けずに真実を追い求める姿勢が，歴史上の大発
見につながるということを学びます。３年生では，
世界中で親しまれている食品が開発されるまでの
物語を通して，自らが新しいものを生み出そうと
する意欲を育みます。

3 学年の系統性

学
び
の
仕
組
み
に
つ
い
て

―
「
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
」
を
実
現
す
る
た
め
に
。

ポ
イ
ン
ト
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● 3 年 p.152 ～156

「日本から世界へ，そして宇宙へ
―インスタントラーメンの誕生」
―A（5）真理の探究，創造

22 22



考え，議論するためのツールと手法。生徒の気持ちを可視化し，考えの整理を助ける教具を付属させたり，議論の際に活用できる話し合いの手法を紹介したりするなど，
「考え，議論する道徳」の授業を実現するための工夫を随所に施しています。

心情円ホワイトボード用紙話し合いの手引き

探究の対話「p4c（ピーフォーシー）」

教材中の登場人物や自己の心の葛
藤を，２つの色の割合で表す教具
です。言葉では表現しにくい微妙
な心情や思考の変化を可視化する
ことにより，自分の中にある揺れ動
く気持ちとの自己対話が可能となり
ます。また，ほかの人の心情や考
えも可視化されるため，より活発な
話し合いを行うことができます。 

グループで出た意見を書きとめたホワイトボー
ド用紙を黒板に貼り出し，クラスで意見を交
流するなどの使い方ができます。ホワイトボー
ド用のペンを使うことで，何度も書いたり消し
たりすることができます。
教師用指導書には，ホワイトボード用のペン
が 10 本付属する予定です。

1 年生の教科書では，p4c と呼ばれる，「philosophy for children」（子供の
ための哲学）という活動を紹介しています。
p4c は，対話を通して他者と問いを共有し，さまざまな視点から考えを深めて
いく活動です。「コミュニティボール（毛糸で作られたボール）を持っている人だ
けが話せる」などのルールに沿って行います。

各学年の巻頭に，話し合
いの手順やルールを具体
的に示した折り込みペー
ジを用意しています。折
り込みを広げて出したま
まにしておくと，本編の
学習の際にも参照するこ
とができます。

●各学年巻末　「心情円」 

●各学年巻末　「みんなで意見を書こう」 

● 1 年 p.92

「PLUS　探究の対話『p4c（ピーフォーシー）』」 

●各学年 p.3　

「話し合いの手引き」 

　
生
徒
の
頭
の
中
を
「
見
え
る
化
」
す

る
際
に
心
情
円
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

ペ
ア
ワ
ー
ク
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

は
、
心
情
円
を
材
料
に
お
互
い
の
考
え

を
比
べ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
生
徒

の
間
で
自
然
に
会
話
が
始
ま
り
ま
す
。

言
葉
が
う
ま
く
出
て
こ
な
い
と
き
に
、

心
情
円
を
示
し
な
が
ら
考
え
を
説
明
し

て
い
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
先
生
に
と
っ
て
も
、
生
徒
の
考
え
が

見
え
る
の
で
、
そ
の
後
の
授
業
が
進
め

や
す
く
な
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　
心
情
円
は
、
葛
藤
場
面
に
限
ら
ず
、

選
択
を
す
る
場
面
で
も
活
用
で
き
ま

す
。
生
徒
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
進
路
な

ど
の
答
え
の
な
い
問
い
に
対
し
て
、
何

度
も
選
択
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
考
え
が
二
つ
、
三
つ
あ
り
、
ど
ち

ら
が
よ
り
強
い
の
か
を
考
え
る
際
に
、

心
情
円
を
使
っ
た
経
験
が
「
生
き
て
働

く
道
徳
性
」
と
し
て
役
立
ち
ま
す
。

先
生
が
た
の
声

学
び
の
仕
組
み
に
つ
い
て

―
「
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
」
を
実
現
す
る
た
め
に
。

ポ
イ
ン
ト
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「新訂　新しい道徳」では，心情
円の色を３学年で統一し，1年生
で身につけた色の感覚で３年間使
えるようにしました。さらに裏面
にも着色をすることで，後ろから
も割合が見えるようにしました。

内容解説資料①「指導と評価はこ
んなふうに」では，心情円やホワ
イトボード用紙などを活用した授
業の流れを紹介しています。

心情円を活用しながら話し合う生徒たちの様子



デジタルで学びが変わる。
マークがついている教材には，動画やWebページ，他教科紙面 PDFなどの

デジタルコンテンツ（ マークコンテンツ）を用意しています。スマートフォンやタブレット端末を使って，
教科書裏表紙にある二次元コードを読み取り，表示されたメニュー画面から，各コンテンツにアクセスすることができます。

教材冒頭の色のついた帯
下部にある， マークを
見つける。

メニュー画面にアクセスし，
見たいコンテンツをタップする。

※動画や Web ページ，他
教科紙面は無料でご覧
いただけますが，データ
の通信には料金が発生
する場合があります。

12

3

コンテンツ一覧コンテンツ例 手順

スマートフォンやタブレット端末で，
教科書裏表紙の二次元コードを読み取る。

教材に関連した動画を
見ることができます。

教材に登場する人物の
インタビューなどを
見ることができます。

「教科書AR」のご案内

● 2 年
「秋田の夏の風物詩，
 竿燈祭り」

学
び
の
仕
組
み
に
つ
い
て

―
「
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
」
を
実
現
す
る
た
め
に
。
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掲載頁 3 年 形式

36 《教科書に出てくる仕事人》 
黒田博樹さん

58 隅田川花火大会と灯ろう流し

66 宇宙で船外活動を行う 
野口聡一さん 

82
技術　 
安全に利用するための
情報モラル

102
技術　 
安全に利用するための
情報モラル

106 ナホトカ号重油流出事故

111 大石又七さんからの
メッセージ 

111 歴史 
「原水爆禁止運動」

128 英語 
小平奈緒と李相花

144 カカオ農園で働く子供たち

144 公民 
貧困問題

144 家庭科 
フェアトレード

189 《教科書に出てくる仕事人》
門脇智子さん

189 《教科書に出てくる仕事人》
輪嶋正隆さん

189 《教科書に出てくる仕事人》
田村元さん

189 《教科書に出てくる仕事人》
村上清加さん

コンテンツの
アイコンは，

 他教科リンク

 動画

 Web ページ
の３種類。

道徳 01

道徳 02

道徳 04

道徳 03

道徳 06

Webサイト「EduTown あしたね」でも，
マークコンテンツと同様の

インタビューページを見ることができます。

「EduTown あしたね」

https://ashitane.edutown.jp/

掲載頁 1 年 形式

34 保健体育　 
調和のある生活

44 新幹線清掃のお仕事 

111 《教科書に出てくる仕事人》 
村上清加さん

111 《教科書に出てくる仕事人》 
臼井二美男さん

116 植松努さんからのメッセージ

120
技術　 
安全に利用するための
情報モラル

124 バリンビンの音色  

132 ハワイ島を流れる溶岩  

138 柳家花緑さんの落語と
メッセージ 

150 《教科書に出てくる仕事人》 
佐野藤右衛門さん

掲載頁 2 年 形式

56 秋田の夏の風物詩，竿燈祭り

86
技術　 
安全に利用するための
情報モラル

100 歴史 
命のビザ

108 マガンの生態 

114 義肢装具士，臼井二美男さん

118 足尾銅山と田中正造  

118 歴史 
足尾銅山鉱毒事件

144 舘野泉さんのピアノと
メッセージ  

162
技術　 
安全に利用するための
情報モラル

　デジタルコンテンツの一部の動画は，スマート
フォン・タブレット用アプリ「教科書 AR」にも
対応しています。アプリを起動した端末を，「教
科書 AR」 対応教材の冒頭ページにかざし，
ページを読み取ることで，動画が見られます。
右記「コンテンツ一覧」に マークがついてい
るものが，「教科書 AR」対応コンテンツです。

教材に関連した他教科の
教科書紙面（PDF）を
見ることができます。

● 1 年
「保健体育　
  調和のある生活」

● 3 年
「《教科書に出てくる仕事人》　
黒田博樹さん」

：「教科書 AR」対応コンテンツ

350 以上の職業を紹介する
キャリア教育・職業調べサイトです。

教科書の裏表紙には，コンテンツ一覧を掲載。

体験してみましょう！



 

編
集
上
の
工
夫　
　
　

教
師
用
指
導
書
・
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

シンプルで読みやすく，誤読しにくいユニバーサル
デザインフォントを使用しています。濁点・半濁点
の誤読を防止する処理がされています。また，横
画やはらいの部分が太めにデザインされていて，
視認性が高くなっています。

設問などは文節の
区切りで改行し，
読みやすくしてい
ます。

授業に役立つ資料「授業のポイント」を新設しました。

別案は３パターンあり，教
材によって「内容項目が同
じで展開が本案と異なる
指導案」，「内容項目が異
なる（関連する内容項目を
扱う）指導案」，「主に発問
１つで考える指導案」の
いずれかがつきます。

教材によっては，教材に関する資料ページがつきます。
授業をさらに魅力的にする情報が詰まっています。

色だけでなく，デ
ザ イン の 違 い に
よってもマークの
判別ができます。

左右の矢印を区別
のつきやすい色に
し，背景の山の色
からも際立つよう
配慮しました。

▼ 専門家のチェックを受けて改善したもの

教
師
用
指
導
書
は
、
全
て
の
教
材
に
複
数
の
展
開
例
を
掲
載
し
、
学
校
や
生
徒
の
実
態
に
応
じ
た
多
様
な
指
導
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
構
造
的
な
板
書
例
や
、
生
徒
を
認
め
、
励
ま
す
評
価
例
、
授
業
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
す
ぐ
に
使
え
る
内
容
が
満
載
で
す
。

教
師
用
指
導
書　

研
究
編

編
集
方
針
や
指
導
の
工
夫
に
つ
い
て
の
「
総
論
」
と
、
教
材
ご

と
に
詳
し
い
解
説
、
展
開
例
、
板
書
例
、
授
業
の
ポ
イ
ン
ト
な

ど
を
掲
載
し
た
「
各
論
」
の
二
部
構
成
で
す
。

内容解説資料①「指導
と評価はこんなふうに」
では，指導書などを活
用した授業の流れを紹
介しています。
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全
て
の
生
徒
が
支
障
な
く
学
習
で
き
る
よ
う
に
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
・
特
別
支
援
教
育
へ
の
対
応
な
ど
の
配
慮
を
し
て
い
ま
す
。

◉
読
み
や
す
く
、
見
や
す
い
書
体

◉カラーユニバーサルデザインへの配慮

◉軽量化への取り組み

◉
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン

◉
読
み
や
す
い
文
節
改
行

▼ ユニバーサルデザインフォント

▼ 学習指導要領の４つの視点マーク

あ
い
う
え
お

だ
ぢ
づ
で
ど

ぱ
ぴ
ぷ
ぺ
ぽ

愛

常運寺
墓地

（学校の裏山）

熊野神社

赤沼山
ト
ン
ネ
ル
出
入
口

ト
ン
ネ
ル
出
入
口

田老総合事務所

田老第一小学校
三陸鉄道北リアス線

た ろう くま の

じょううん じ

あか  ぬま  やま

長内川
おさない

文

文

田老第一中学校

「
こ
れ
ま
で
に
な
い
、
新
し
い
価
値
観
」
と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
。

た
が
い
に
相
手
の
こ
と
を
認
め
、
理
解
し
て
い
く
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
大
切
だ
ろ
う
。

見やすく分かりやすい，シン
プルなデザインの紙面で，学
習に集中することができます。

生徒の負担軽減のため，より軽い教科書作りに努めています。塗料などに工
夫をし，不透明度を保ったまま紙をさらに薄くすることにより，現行の教科
書と比べて約 3.1％の紙の軽量化を実現しました。

「
教
師
用
指
導
書
」の
ご
案
内

ABCD



教
師
用
指
導
書　

指
導
編
（
朱
書
）

教
師
用
指
導
書　

研
究
編
D
V
D
︲
R
O
M

教
師
用
指
導
書　

場
面
絵
D
V
D
︲
R
O
M

朗
読
C
D

指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク

教
科
書
縮
刷
紙
面
に
、
板
書
例
や
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
、
発
問
例
な
ど
、
授

業
に
必
要
な
情
報
を
示
し
て
い
ま
す
。

教
師
用
指
導
書　

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
編

そ
の
ま
ま
コ
ピ
ー
し
て
使
え
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
冊
子
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
、「
自
分
を
見
つ
め
よ
う
」
の
設
問
を
空
欄
に
し
、

ク
ラ
ス
の
実
態
に
応
じ
て
設
問
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

研
究
編
Ｄ
Ｖ
Ｄ

―

Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
は
、
全
体
計
画
例
、
全
体
計
画
別
葉
作
成
資
料
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
、
展
開
例
（
本

案
・
別
案
）、
道
徳
通
信
な
ど
、
編
集
可
能
な
デ
ー
タ
に
加
え
、
総
ル
ビ
・
分
か
ち
書
き
の
教
科
書
紙
面

P
D
F
を
収
録
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
授
業
で
の
生
徒
の
発
言
や
態
度
な
ど
を
打
ち
込
む
と
、
学
期
や
学

年
の
最
後
に
自
動
的
に
評
価
文
例
が
完
成
す
る
道
徳
評
価
文
例
作
成
資
料
も
収
録
し
て
い
ま
す
。

場
面
絵
Ｄ
Ｖ
Ｄ

―

Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
は
、
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
挿
絵
、
写
真
、
図
版
の
デ
ー
タ
を
収
録
し
て
い

ま
す
。
拡
大
し
て
印
刷
す
れ
ば
、
板
書
の
際
に
ご
活
用
で
き
ま
す
。

朗
読
Ｃ
Ｄ
に
は
、
付
録
教
材
も
含
め
た
全
教
材
に
つ
い
て
、
プ
ロ
の
声
優
に
よ
る
朗
読
音
声
を
収
録
し
て
い

ま
す
。
授
業
で
使
え
る
B
G
M
も
五
本
収
録
し
て
い
ま
す
。

電
子
黒
板
を
使
用
し
て
、
教
科
書
紙
面
や
、
関
連
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
（
朗
読
音
声
・
動
画
な
ど
）
を
提
示
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
多
様
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
収
録
し
て
お
り
、
教
科
書
上
の
ア
イ
コ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る

だ
け
の
簡
単
な
操
作
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

教科書紙面を表示させながら，朗読音声を聞くことができま
す。読み上げ部分は，マーカーで強調されます。

学びを広げる資料映像を多数用意しています。
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※これらの商品は企
画中のため，内容・
仕様ともに予告なく
変更になる場合があ
ります。

※これらの商品は企画中のため，内容・仕様ともに予告なく変更になる場合があります。

●
教
師
用
指
導
書　

研
究
編
（
各
学
年
１
冊
）

●
教
師
用
指
導
書　

指
導
編
【
朱
書
】（
各
学
年
１
冊
）
※
分
売
あ
り

●
教
師
用
指
導
書　

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
編
（
各
学
年
１
冊
）

●
教
師
用
指
導
書　

研
究
編
D
V
D

―

R
O
M

●
教
師
用
指
導
書　

場
面
絵
D
V
D

―
R
O
M

●
朗
読
C
D

●
指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク

「新訂  新しい道徳」学習者用デジタル教科書の主な特徴

「新訂  新しい道徳」学習者用デジタル教材について

❶ デジタル教科書＋教材一体型

❷ 教材単体

「学習者用デジタル教科書」
「学習者用デジタル教材」のご案内

文部科学省は，2019 年末に「GIGA スクール構想」を打ち出し，
ハード・ソフト・指導体制一体での ICT 教育の充実を推進しています。東京書籍は，

令和 3 年度用中学校教科書の全発行書目において「学習者用デジタル教科書」を発行します。

教師用指導書
セット内容

教科書と教材（コンテンツ）が一体となっています。教科書上に配置されたボタンから関連するコンテンツ
を呼び出すことができます。

教材（コンテンツ）のみを収録しています。「学習者用デジタル教科書」が先に導入されている場合に，
追加して「学習者用デジタル教材（教材単体）」を導入していただくと，自動的に教科書と教材がリンク
し，連動させてお使いいただけます。

　朗読音声，資料映像など，生徒一人一人の主体的・探究的な学びに
有効なコンテンツを多数収録しています。

特徴❶ 複数の教科を一括管理
東京書籍をはじめ複数の発行者が採用するビューア
「Lentrance Reader」を用いています。さまざま
な教科・教材を一括管理できます。

特徴❷ 学習を支える便利な機能
教科書に，ペンツールで自分の考えを書き込んだり，
Web上の参考資料へのリンクを貼り付けたりすること
ができます。学習記録としてそのまま保存することも
でき，生徒の主体的な学びを支えます。また，教科
書の マークをクリックして，連携するデジタルコン
テンツを利用することができます。

特徴❸ 特別支援教育への対応
文字の色や大きさ，行間などを読みやすいように調整
したり，写真や図版などを拡大したりすることができ
ます。また，総ルビ・分かち書きで表示する機能は，
発達障がいのある生徒や，急増する帰国・外国人生
徒など，日本語を読むことが苦手な生徒の学びを助け
ます。

Webページでは，より詳しい内容を紹介しています。
https://ten.tokyo-shoseki.co.jp/text/chu/ict/

共通



ご
紹
介
し
た
題
材
は
、
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

学
び
の
仕
組
み
に
は
、

ご
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

 

も
し
よ
ろ
し
け
れ
ば
、『
新
し
い
道
徳
』
の
教
科
書
も
、

ぜ
ひ
手
に
と
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

パ
ラ
パ
ラ
と
め
く
っ
て
、

授
業
の
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 

そ
し
て
来
年
以
降
、
実
際
に
授
業
を
な
さ
っ
た
折
に
は

教
室
で
起
き
た
こ
と
、
や
り
や
す
か
っ
た
こ
と
や
、

や
り
に
く
か
っ
た
こ
と
、

何
で
も
お
知
ら
せ
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

 

こ
れ
か
ら
の
道
徳
を
、

皆
さ
ま
と
い
っ
し
ょ
に
作
っ
て
い
く
た
め
に
。

先
生
が
た
の
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
、

心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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3教 内容解説資料

←A4/AB

←B5

●Macintosh出力指示書

Mac OS Sierra  ver10.12.6
出力ソフト　llustrator CC  2017
配置ソフト　Photoshop CC  2017     　
使用フォント　A-OTF UD新ゴ Pr6N　　
出力見本　100％
　　　

　　　

◆代表
渡邉　満	 広島文化学園大学教授

押谷由夫	 武庫川女子大学大学院教授

◆顧問
佐々木　毅	 東京大学名誉教授
無藤　隆	 白梅学園大学大学院特任教授

◆編集委員
飯島紀子	 埼玉県狭山市立柏原中学校教諭

伊住継行	 環太平洋大学講師

磯辺次雄	 元兵庫県神戸市立有野北中学校校長

海老沢　宏	 東京都八王子市立宮上中学校教諭
大場幹雄	 元埼玉県狭山市立東中学校校長

小川哲哉	 茨城大学教授

荻野由則	 福島県郡山市立行徳小学校校長

尾崎　廉	 創造教育研究所代表

柿沼治彦	 東京都江東区立深川第三中学校教諭

金光靖樹	 大阪教育大学教授

鴨井雅芳	 駒澤大学講師

假屋園昭彦	 鹿児島大学教授
木﨑瑠美	 埼玉県狭山市立西中学校教諭

喜田貴美枝	 北海道札幌市立北野中学校教諭
城戸加代子	 東京都江戸川区立葛西第三中学校教諭

城戸　茂	 愛媛大学教授

日下部憲一	 北海学園大学非常勤講師・北海道情報大学非常勤講師
黒羽正見	 日本工業大学教授

小池林太郎	 東京都杉並区立東田中学校教諭
齋藤　孝	 元神奈川県横浜市立汐見台中学校校長

堺　正之	 福岡教育大学教授

酒井光一	 元新潟県長岡市立堤岡中学校校長

新富康央	 國學院大學名誉教授・佐賀大学名誉教授

鈴木　篤	 大分大学准教授

征矢野達彦	 松本大学准教授
髙栁充利	 信州大学准教授

谷田増幸	 兵庫教育大学教授

胤森裕暢	 広島経済大学准教授

土井雅弘	 開智国際大学准教授

徳島泰彦	 元福井県福井市進明中学校校長

波賀野隆之	 高槻中学校・高等学校教諭
長谷川元洋	 金城学院大学教授
畑佐直紀	 東京都新宿区立西新宿中学校教諭

馬場尚子	 神奈川県相模原市立上鶴間中学校校長

比志　保	 元山梨大学非常勤講師

飛田　仁	 星槎大学講師

廣澤和子	 東京都世田谷区立梅丘中学校教諭

藤井基貴	 静岡大学准教授

松岡敬興	 山口大学大学院准教授

松元直史	 福岡県福岡市立多々良中央中学校教諭

丸橋静香	 島根大学教授

森川敦子	 比治山大学教授

諸富祥彦	 明治大学教授

八幡英幸	 熊本大学教授

山岸賢一郎	 福岡大学准教授
山田貞二	 愛知県一宮市立浅井中学校校長

山田佳子	 実践女子大学特任教授

吉田裕史	 西播磨地区人権教育研究協議会事務局長

吉本恒幸	 聖徳大学教授

和井内良樹	 宇都宮大学准教授
若林尚子	 埼玉県川口市立芝中学校教諭

脇田哲郎	 福岡教育大学教授

ほか5名
東京書籍株式会社
◆特別支援教育に関する校閲
樋口一宗	 東北福祉大学教授

◆色彩デザインに関する編集協力
色覚問題研究グループぱすてる

【 著作関係者 】


